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社員による社会貢献

●  地域の清掃活動への参加

　南関東支店では、2014年4月1日から社会貢献活動の一
環として、地域のボランティア団体と横浜市が協力して道路
の美化や清掃などを行う「ハマロード・サポーター」に登録し、
地域の身近な道路を対象に、美化清掃活動を行っています。
毎月第二金曜日の朝に、20～30名の社員が自主的に清掃
活動に参加し、約250メートルの担当道路およびその周辺
の美化清掃を行い、地域社会への貢献に取り組んでいます。
この結果、長年にわたる積極的な清掃活動が 評価され、
2017年8月に横浜市から感謝状をいただきました。
　また、横浜事業所がテナントとして入居している「横浜ビ
ジネスパーク」の夏祭りでは、毎年夜店を出店し周辺地域住
民との交流を図っています。

　日本光電富岡では、3拠点ある工場周辺の道路清掃や落
ち葉清掃、収集ボランティア活動など、様々な社会貢献活動
を行っています。清掃活動は、始業開始前の朝の1時間を使
い、年6回計画して実施しています。世界遺産である富岡製

糸場内のクリーンボランティアにも参画し、富岡製糸場の方
からは、「アレルギーの方への配慮で除草剤が撒けず、人の
手で地道に維持管理しているので、大変助かりました」と感
謝の言葉をいただいています。また、地域のイベントにも積
極的に参加し、地域住民との交流を図っています。

●  群馬県富岡市 近隣小学校への環境ボランティア教育
　小学4年生から始まる環境教育に関する環境ボランティア
講義の要請を近隣小学校から受け、総務部環境管理室で全
校朝礼時に時間をいただき、講義を実施しています。「かん
きょうってなあに?」をテーマに、「水」「木」「でんき」などに
焦点を当て、地域の自然を含めた内容も盛り込んでいます。
湖水の水質検査や浄水場の見学など、生態系保全の観点か
ら自然との関わり合いを大切にした教育方針に沿って活動し
ています。豊かな自然環境の地域で活動することの大切さ
と、豊かな感性と自ら学ぶ意欲を持ち、たくましく生きる子
どもたちの育成に協力し、地域交流を図っています。

公正な取引に向けて 日本光電の地域貢献

基本的な考え方

　日本光電では、健全・公正な購買活動を行うとともに、お
取引先様を含めたバリューチェーン全体での公正な取引の実
現を目指しています。公正な取引の実現に向けて、社内教育
の実施、お取引先様との関係強化などに取り組んでいます。

調達方針・基準

　日本光電の調達に関する姿勢を広く社内外に周知し、浸
透させることを目的に、「日本光電調達方針」「日本光電CSR
調達基準」を2013年に策定しました。「日本光電調達方針」
は、日本光電の調達に関する基本方針を示しています。また、

「日本光電CSR調達基準」は、日本光電がお取引先様に期待
するCSRに関する遵守事項を示しています。

日本光電調達方針
　グローバルな成長を目指し、当社が進めている企業の社
会的責任への取り組みとして、お取引先様とのパートナー
シップを大切にし、以下の方針に従い、誠実な調達活動を
行います。
1  取引を行うにあたり、関連する法令・社会規範等を遵守

します。
2  取引を通じて得た秘密情報・個人情報は、適切に管理・

保護します。
3  信頼関係の構築に努め、公平・公正な調達活動を行い

ます。
4  お客様のニーズに応えるため、適正なQCD（優良な品

質、適正なコスト、確実な供給）を求めます。
5  地球環境への負荷低減に努め、別途定めるグリーン調

達ガイドライン（※P.38参照）に基づいた調達活動を行
います。

  「日本光電CSR調達基準」遵守に向けて

　全従業員を対象としたコンプライアンス教育の中で、公正
競争規約や下請法などの理解と遵守の促進を行うとともに、
お取引先様とも相互にコミュニケーションを図りながら、「日
本光電CSR調達基準」への理解と対応をお願いしています。
環境や品質への取り組みについて自己評価をお願いするとと
もに、3年ごとに実施している「CSRへの取り組みアンケート」
の中で、「法令遵守・公正な事業慣行」「人権」「品質」「環境」

「情報管理」「CSR推進」等に回答していただくことで、日本

光電のCSR調達基準に関する認識と遵守状況を確認してい
ます。また、アンケートを通していただいたご意見は、調達部
門へフィードバックし、公正で責任ある調達の実現に向けて
活用しています。

日本光電CSR調達基準
1  法令遵守・公正な事業慣行
1.  会社法、独占禁止法、下請法や労働関連法規、 環境関

連法規など事業活動に適用される法令・条例・政府通
達を遵守する。

2.  輸出入関連法規と事業活動を行う国・地域の法令を遵
守する。

3.  特許権・著作権・商標権等の知的財産権を侵害しない。
4.  不適切な個人的利益供与や受領を行わない。
5.  反社会的個人・団体との取引を行わない。
2  人権
6.  一人ひとりの人権を尊重し、従業員の処遇・雇用にあた

り、不当な差別を行わない。
7.  児童労働・強制労働を行わない。
3  品質
8.  各国・地域の安全規格や規制を遵守する。
9.  お客様のニーズにお応えするため、品質維持と向上に努

め、当社の要求水準を満たした品質保証体制の構築に
努める。

4  環境
10.  地球環境に配慮したグリーン調達を推進し、製品のラ

イフサイクルを通じた環境への負荷低減に努める。
5  情報の管理
11.  取引を通じて得た秘密情報・個人情報は、適切に管

理・保護する。

  品質維持と向上への取り組み

　お客様のご要望にお応えできるよう、調達する部品・材料
の品質維持・向上に取り組んでいます。新規のお取引先様に
ついては、品質マネジメントシステムの適切な運用を確認す
るための監査にご協力をいただいています。既存のお取引先
様については、定期的な運用調査にご協力をいただくととも
に、納入部品の品質に応じて品質監査を行っています。納入
部品の品質が最終製品の品質に大きな影響を与えることを
お取引先様にもご理解いただくことを通じて、さらなる品質
向上に努めています。

お取引先様を含めたバリューチェーン全体で、公正な取引の実現を 
目指しています。

地域社会の一員として、文化や習慣を尊重した積極的な地域貢献を通じて、 
良き企業市民を目指しています。

環境ボランティア教育

清掃活動ハマロード・サポーター委員
横浜第二ＭＭＧ　石井 詔己

Topics
総合技術開発センタで「星空の集い」を開催
　2017年11月、総合技術開発センタ屋上において所沢市内近隣の皆様をご招待して「星
空の集い」を開催しました。
　当日はちょうど「十三夜」にあたり、巨大な望遠鏡でとらえた月の画像を70インチのディ
スプレイに映し出して月の様子を観察したり、天体望遠鏡や双眼鏡を使ってじっくり月を眺
めました。会場には様々な天体の写真を飾って雰囲気を盛り上げ、「星空クイズ」も大盛況
でした。
　「星空の集い」は、地域の皆様に日本光電がどのような会社なのかを知ってもらう良い機
会となりました。今後も地域の皆様と連携して、様々な社会貢献活動を推進していきます。雲が晴れて、見事な十三夜の月を観察
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